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 表 1で示すように、1992年、個人事業商店は圧倒的な存在であり、小売店舗数全体の 84.6%
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表 1 各種類の小売店舗数（1992 年） 
分類 店舗数（店） 割合 分類 店舗数（店） 割合 
全国統計 10,063,258 100.0% その他専門商店 88,912 0.9% 
（規模 500 人以上） 398 0.0% 糧油商店 80,555 0.8% 
個人事業商店 8,511,408 84.6% 日用雑貨商店 70,841 0.7% 
総合商店 515,139 5.1% 織物商店 40,167 0.4% 
副食品商店 171,068 1.7% 医薬商店 31,715 0.3% 
百貨商店 174,120 1.7% 本屋 28,342 0.3% 
その他食品商店 120,583 1.2% 石炭商店 15,706 0.2% 
電気機械器具商店 95,939 1.0% 石油商店 19,023 0.2% 








は 3,534,757 店であって、90 年代より大幅に減少した。その一方、小売チェーン企業の展
開につれて、チェーン店舗数は 2005 年の 105,684 店から 2014 年の 207,415 店までほぼ倍
に増加した。表 2 は 2014 年小売チェーン企業における各業態の店舗数を表している。その
なかで、専門店とスーパー・ハイパーマーケットの店舗数を合わせてチェーン店舗数の
70％以上を占めている。さらに、ブランド専売店やコンビニエンスストアなどの現代小売
                                                
4 柯麗華（2007）「小売業態の発展に関する比較研究－スーパーマーケット業態を中心に－」 
5 張声書、佐伯弘治（1998）『中国現代物流研究』、p.360~366 
－ 5 － 
業も中国小売市場に広く展開している。 
 次に、売上高からみると、2014 年に、個人事業商店の売上高は 13,986 億元となり、社





表 2 小売チェーン企業業態別店舗数（2014 年） 
業態 店舗数（店） 割合 業態 店舗数（店） 割合 
専門店 108,809 52.5% 百貨店 4,689 2.3% 
スーパー、ハイパーマーケット 43,683 21.1% ディスカウントストア 377 0.2% 
ブレンド専門店 22,854 11.0% メーカー系列店 309 0.1% 
コンビニエンスストア 16,832 8.1% ウェアハウスストア 108 0.1% 
その他業態チェーン店 9,685 4.7% ホームセンター 69 0.0% 











たり所得水準は 1,850 ドル（1930 年）であった。 
一方、中国では百貨店（百貨商店・百貨公司）が最初に現れたのは 20 世紀初頭であった
が7、計画経済体制のもとで当初の百貨店は「物価の安定、供給の確保」という生活物資の
                                                
6 神野由紀（1994）『趣味の誕生‐百貨店がつくったテイスト』 
7 中国における百貨店の誕生は 1908 年に黒龍江省ハルビン市で開業された秋林百貨公司である。 
－ 6 － 
配給機関として存在していた8。1992 年に、外資系への市場開放により、様々な新業態が
導入されて、現代の百貨店はその新業態の一つである。しかし、90 年代に、中国の所得水
準はまだ低い状態（1995 年一人当たり所得は 610 ドル）に留まっていた。それを日米と比
べると、大きな差が見られる。 
次に、百貨店の発展を参考にして各国におけるドラッグストアが出現した頃の一人当た
り所得水準を比較してみると、イギリスとアメリカでは 4,000 ドル台（1900 年前後）、日
本では 3,000 ドル台（1950 年代）になるのに対して、中国では 1990 年代初期に一人当た
り所得水準は 300 ドル台に留まっていた（1990 年に 348 ドル）。 
 
表 3 一人当たりの所得水準の比較（単位：ドル） 
 
注：中国について、1980 年～1995 年のデータは世界銀行に参照し、1980 年のデータは公表されない
ため、1978 年のデータに代わった。2000 年～2015 年のデータは国家統計局により計算した。た
だし、2015 年のデータは公表されないため、2014 年のデータに代わった。 
出所：Maddison（2003）Table 1c,2c,5c により改正、該当年末の為替相場で換算するものである。 
 
 しかし、中国は国土面積が広いため、沿海部と内陸部の経済発展はかなりの差がある。
そのため、表 4 で沿海・大都市と内陸・その他都市を分けて、一人当たり GDP と所得水準
                                                
8 西島博樹（2011）「中国市場における小売国際化」『東アジア評論』第 3 号 
－ 7 － 
を考察した。沿海・大都市の一人当たり GDP は内陸・その他都市の約 3 倍であった。一方、
一人当たり所得水準から見ると、その比率は 2 倍近くになった。沿海・大都市の一人当た




表 4 沿海・大都市と内陸・その他都市の一人当たりGDP と可処分所得の比較（単位：ドル） 
















1999 年 2,019 701 914 2.9 1,097 637 712 1.7 
2005 年 4,559 1,500 1,993 3.0 1,952 1,108 1,244 1.8 
2010 年 9,581 4,122 5,003 2.3 4,094 2,444 2,710 1.7 
2014 年 14,314 7,109 8,271 2.0 5,791 2,792 3,276 2.1 
注１：沿海・大都市は上海、北京、天津、浙江、広東の五つの市/省である。内陸・その他都市は沿
海・大都市以外の 26 省である。 
注２：為替相場は principal global indicators に参考し、1980 年～2014 年人民元/ドル為替レートの当
年度の相場で計算して、1999 年、2005 年、2010 年、2014 年それぞれ 1 元を 0.121 ドル、0.122













                                                
9 中国では、「中産階級」「中間層」「中等収入者層」「中間所得層」など表現が使われているが、本稿
では所得水準、所得区分を注目するため、統一的に「中間所得層」と表記する。また、所得水準に
よって、富裕層（35 千ドル超）、中間所得層（5 千ドル～35 千ドル）、低所得層（5 千ドル以下）に
分けられている。 
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形してきた。2013 年『通商白書―中国の所得階層の推移・予測』によれば、2015 年中間所
得層は 8.82 億人であり、それは 2006 年の 6.71 億人より 31.4％増加し、さらに 2020 年ま














表 5 中間所得層の化粧品購入チャネル 
店舗形態 割合（%） 店舗形態 割合（%） 
化粧品専門店 22.6 通販（テレビ、カタログ） 3.9 
ドラッグストア 14.4 その他 3.6 
総合スーパー 10.6 伝統薬局 3.1 
EC（パソコン、スマホ） 10.2 コンビニエンスストア 1.9 
現代超市（スーパーマーケット） 10.0 パパママショップ 0.4 
ショッピングモール 9.7 合計 100 
百貨店 9.6    
出所：野村総合研究所（2014）「中国中間層調査‐商品ジャンル別の最も利用する購買チャネル」 
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 また、同調査では、中間所得層は年齢からみると、20～39 歳が 70％以上、40～55 歳が
約 25％を占めていた。つまり、中間所得層は相対的に若い世代を中心に構成された。それ
は 80 後と 90 後にまたがっている。 
 
② 「80 後 90 後」と「高齢者層」 
 消費価値観の変化に伴い、「80 後 90 後」と「高齢者層」という 2 つのグループが最も注














                                                
14 2010 年に、アジア開発銀行が公表した『アジアと太平洋地域 2010 年重要指標』によると、中間階
級とは一日一人当たりの支出金額が 2～20 ドルとなる人たちである。2010 年の中国中間階級人数は
8.17 億人であり、中国の人口の 60.9％を占めている。 
15 2013.5.9 人民網ニュース。人民網強国社区調査コラム『態度』第三期「青年の価値観調査」による。 
16 蒋明軍（2015．1.14）「80 後 90 後の大学生価値観変化の原因及び教育対策研究」により、消費支
出面を見ると、80 後と 90 後の差異は見られなかった。80 後 86.3％、90 後 90.1％の学生は収入によ
る消費支出を決めるとなった。さらに、80 後 90 後とも 97％の学生は買物をするとき、商品価格を
十分に考えると答えた。 
17 2014 年 12 月時点で 65 歳以上の人口は 1.3 億人であり、総人口の 10.1%を占めていた。 
18金光洙（2016）pp.193～194 
19 2013 年 7 月から報告時点までに、中国消費者協会は全国 15 大中級都市に対する調査であった。調
査対象は 55 歳～74 歳の高齢者層（有効サンプルは 1928 枚）と 21 歳～54 歳かつ家族の中 55 歳以上
の高齢者がいる若い消費者層（有効サンプルは 1073 枚）の 2 つのグループであった。 
20中国業界研究網ニュース（2013.10.12）「2013 年中国高齢消費者権利保護調査」 
（http://www.chinairn.com/news/20131012/162516864.html） 
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2006 年 1,826 121,579 198,076 319,655 38.0% 
2010 年 2,310 137,073 261,996 399,069 34.4% 
2011 年 2,607 146,703 277,085 423,788 34.6% 




ン企業は 2011 年の 2,607 社から 2014 年の 4,266 社に 63.6%増加した。それにつれて、チェー




北京同仁堂（21 位）3 社を取り上げて考察しよう。 
 







1 国薬控股国大薬房有限公司 2,128 952 3,080 
2 雲南鴻翔一心堂薬業（集団）株式有限公司 3,496 0 3,496 
3 大参林医薬集団株式有限公司 1,921 0 1,921 
4 老百姓大薬房連鎖株式有限公司 1,483 0 1,483 
5 益豊大薬房連鎖株式有限公司 1,065 0 1,065 
6 重慶桐君閣大薬房連鎖有限責任公司 1,394 7,574 8,968 
7 深圳海王星辰連鎖薬店有限公司 1,998 0 1,998 
8 上海華氏大薬房有限公司 393 0 393 
9 甘肅衆友健康医薬株式有限公司 815 0 815 
10 成大方園医薬連鎖投資有限公司 895 159 1,054 
21 北京同仁堂商業投資集団有限公司 501 0 501 
出所：医薬経済新聞（2016.8.19）「2015～2016 年度中国連鎖薬店総合実力直営力百強ランキング」  
                                                
21 CFDA 南方医薬経済研究所が主導し、薬店チェーンの規模、運営、ブランド、利益、将来性と資
本運営 6 つの側面で TOPSIS 分析法を用いて、薬店チェーンの総合実力を評価する。 
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① 一心堂 
一心堂は 1981 年に薬材取引を中心に行う個人事業商店からスタートした。1997 年、雲
南鴻翔漢方薬会社を成立し、1 号店の「鴻翔中西大薬房」を開店した。その後 2000 年に、
雲南鴻翔薬業会社を設立するとともに、一心堂薬店チェーンを雲南省に全般的に広げた。
2004 年には、隣接する四川省に店舗網を拡大し、さらに、2006 年に広西省に進出して、店





経営業務収入の 95.1%を占めており、そのうち、中医薬・西洋薬が 69.0%（処方箋 31.5%、
非処方箋 37.5%）、医療機器が 6.5%、保健食品が 10.9%、漢方薬が 7.7%、メガネ販売が 1.0%、
ベビー粉ミルクが 1.4%となった。 






を当てて買収を行う動きが強い。例えば、2016 年 9 月に、一心堂の子会社である四川一心
堂は 5,447 万元で四川綿陽老百姓大薬房、綿陽三台県潼川鎮老百姓大薬房、綿陽三台県潼
川益豊大薬房、綿陽三台県北壩鎮老百姓徳源堂加盟店の四社を買収した。これによって、
四川綿陽において 29 店舗増を実現した。 
 
2） 地域集中店舗網構築 




月 30 日時点）に一心堂の店舗数は 1,195 店増加した（表 8）。新しく増加した店舗のなか




 第 2 は「三級四級都市・郷・鎮」22を中心に店舗網を展開している。都市化に伴って、
農村人口は三級四級都市や県、郷・鎮に集まってくる傾向がある。それに応じて、一心堂
はそれらの地域に注力して店舗網を構築しようとする。2014 年に展開した 2,623 店のなか
で、一級都市は 48 店、二級都市は 602 店、三級四級都市は 803 店、県は 752 店、郷・鎮は
418 店となり、三級四級都市・県・郷・鎮あわせて全店舗数の 7 割以上を占めた。 
 
表 8 店舗数推移（2014、2016） 
地域 2014 年 12 月 31 日時点 2016年 6月 30日時点 増加店舗数 
全国 2,623 3,818 1,195 
雲南省 2,039 2,644 605 
広西省 254 335 81 
四川省 144 240 96 
山西省 44 215 171 
貴州 93 150 57 
海南 0 151 151 
重慶 0 58 58 
その他省・都市 10 25 15 








トフォームである天猫（tmall）医薬館に 3 つの店舗を開いている（表 9）。 
また、2016 年 7 月に、一心堂はインターネット医療・健康コンサルティングサービス企
                                                
22 中国においては都市の規模によって、都市が一級、二級、三級、四級都市に分けられる。その以
下は県・郷・鎮・区などの行政区分がある。 











図 1 オムニチャネル戦略 
 
 
表 9 一心堂ネットショッピングサイト 
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4） 情報戦略 
一心堂は店舗数拡大およびオムニチャネルを推進すると同時に、情報戦略にも力を入れ

















表 10 一心堂戦略転換に伴う取扱商品多角化 
  従来 現在 

























中心として店舗網を展開している。1998 年に、桐君閣は重慶において 68 店を開店して、
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は零差益で販売されたため、桐君閣の平均粗利益率は 15～20%までに下落した。さらに、
2005 年 4 月に、重慶桐君閣の 200 店以上は 1,000 種類の医薬品に対して、平均 15%の値下
げを実施しており、そのうち、医療指定医薬品 200 種類は含まれ、下げ幅は 15～20%となっ
た。さらに、同年 8 月に、桐君閣は 15 種類日常医薬品・売れ筋医薬品に対して、最大 40%
の値下げを行った。一方、医薬品価格を比較すれば、桐君閣は相対的に安い水準にある。
「感冒灵顆粒」（漢方風邪薬）を例として、桐君閣の平均価格は 9.1 元となることに対して、
















時間営業サービスである。実際には、2011 年に、桐君閣直営店の 100 店舗で 24 時間営業
サービスを始めたが、夜間駐在医師がいないと、処方箋が出せないということで、このサー




                                                
24 2016 年 11 月 15 日時点に各公式サイトで「感冒灵顆粒」を調べた結果であった。 
25 中国無形文化遺産網による（http://chinaich.mobi/350/15674/351964/5365122/content.html）。 















図 2 同仁堂グループの構成 
 
出所：北京同仁堂 HP による 





ビジネスモデル、および海外進出の 4 つがある。 
 
1） 健康サービス強化 















3） B2C プラス大健康ビジネスモデル 
2016 年 9 月に、同仁堂国際26は重慶家楽淘と戦略提携を結び、大健康ビジネスモデルを
推し進めている。具体的に、インターネット TV を中心に「TGO テレビ通販プラットフォー
ム」を立ち上げて、テレビ通販による購入意向がある顧客がインターネットで購入するこ
とができる。それによって、テレビ通販とインターネット販売を融合し、通販事業を拡大
している。その一方、同仁堂は越境電子用取引を手掛けている。2015 年 10 月に、同仁堂
                                                
26 同仁堂国際は同仁堂子会社である北京同仁堂商業投資集団が 2015 年 3 月に設立したインターネッ
ト販売会社である。 






 同仁堂は 1990 年代から海外進出を始めた。1993 年に、同仁堂は香港において開店して
から、2003 年東南アジアを中心に、さらに 2016 年カナダ、アメリカ、南アフリカなどの























－ 21 － 
















－ 22 － 
表 11 2015 年 1-6 月収入/費用（単位：万元） 
代表企業 一心堂 桐君閣 同仁堂 
店舗数（店） 3,496 8,968 501 
営業収入 249,907 253,907 565,744 
営業費用(a) 145,924 212,955 294,564 
営業利益 19,290 1,219 99,085 
利益総額 19,390 1,282 99,510 
純利益(b) 17,398 854 83,045 
















年の 100 店から 2015 年の 2,483 店舗までにおよそ 24 倍増加した。また、Gialen（嬌蘭佳人）






－ 23 － 














































2005 内資系（広東） 1,165 
(2016.2 時点) 
全国 





















Gialen は 2005 年に広州で一号店を開店してから、2016 年（2 月時点）までに北京、上海、
重慶、成都などの一級大都市において 1,165 店を開いた。最初に中国大陸で展開した少数
の薬粧店の一員として、この 11 年間、Gialen は様々な試行錯誤を経験してきた。2005 年
から、Gialen は加盟店経営を試みたが、管理の混乱による経営効率低下で 2008 年に、加盟
店経営から直営に変えていた。しかし、店舗拡大に伴い、直営店経営が資金調達の問題に















（TIMIER HOUSE）」、「植物日記（Plants Diary）」と「minilab」があげられる。2015 年 5 月








㎡の中小型店舗は Gialen 拡張の核心となる。2016 年（2 月時点）1,165 店舗を有している
Gialen は、2025 年までに店舗数（自社のブランド店舗以外）が 10,000 店、自社のブランド
店舗が 20,000 店に拡大すると目指している。 
 
3） プライベートブランド（PB）商品 
Gialen PB 商品の売上高は全体の 30～35%（2014 年）を占めていた。そのなかでは、スキ
ンケア化粧品とメイクアップ化粧品分野において多くの PB 商品を持っている。代表的に
は「植物日記」「婷美美肌」「minilab」などのブランドがあげられる。その一方、2016 年初
頭から、Gialen は PB のティッシュペーパーを発売し始めた。新発売の Gialen ティッシュ
ペーパーは手ごろな価格で、品質が良いと消費者から好評を得られ、Gialen で取扱うペー
パー類商品の売上のなかに、Gialen ティッシュペーパーは最も高いシェアを占めていた。
                                                
27 ここでの次商圏は主要商圏に近くにある相対的に競争が少ない商圏を指す。 
－ 25 － 
このように、Gialen は「ファッション・低価格・高品質」という商品戦略に従い、それを




Gialen は B2C（Business to Customer）を積極的に行う上で、工業デザイン加工製造（Design 
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